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研究成果の概要（和文）：これまでの研究により所持品は拡張された自己として機能することが知られている
が，その周囲に形成される心理空間の特性を調べた研究はこれまでにない。そこで本研究は「ヒトやモノが形成
する心理空間」の解明を目指した。研究期間全体を通して，(1)実験参加者がヒトの心理空間を予測するとき，
周辺的な外的要因の影響を大きく見積もる傾向があること，(2)所持品の近く(所持品が形成したと考えられる心
理空間)には注意が向きやすい傾向があるが，その傾向には時間特性があること，(3)モノへの自己の拡張におい
てもコロナ禍の影響が見られること，を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Research has shown that possessions function as an extended self, but there 
has been no empirical study on the characteristics of the psychological space formed around them. 
Therefore, this study aimed to elucidate the "psychological space formed by humans and things". 
Throughout the study period, the following findings were revealed: (1) when predicting a human's 
psychological space, participants tended to overestimate the influence of peripheral external 
factors, (2) there was a tendency to focus attention near possessions (the psychological space 
thought to be formed by possessions), and this tendency had a time course, and (3) the impact of the
 COVID-19 pandemic was also observed in the extension of self to things.

研究分野： 認知心理学

キーワード： 心理空間　自己の拡張

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
自己の拡張に関する古典的な観察・考察はこれまで見られるものの，拡張された自己が形成する心理空間の解明
を目指した実証研究はこれまで存在しない。この点に本研究の学術的意義がある。さらに，本研究の成果は，国
際社会の中でヒトとモノがインタラクティブに動いていく場面(例えば，ホテルのスタッフが顧客から所持品を
預かって扱うときなどのサービスの提供場面)において，人々が快適に行動するための客観的な指標の設計に役
立つ。このように本研究の成果は，学術的なインパクトを持つだけでなく，社会的意義も有する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
古典的に，自己(self)は自分の身体だけでなく，自分と関わりの強いモノ(服，家など)にも拡張

すると考えられた。実際に，私たちは花見や花火大会で場所取りをするとき，自分の所持品を確
保したい場所に置く。このとき，置かれた所持品はあたかも自分自身であるかのように機能し，
その場所は私たちのテリトリーとして他者にアピールされる。本申請課題は，「身体から離れた
所持品に拡張された自己，すなわちモノに宿った自己は，その周囲に独自の心理空間を形成する」
という仮説を立て，その空間(モノの心理空間)を解明することを目的とした。 
この仮説は申請者自身の先行研究に基づく。先行研究では，実験参加者は二人ペア(うち一人

はサクラ)で実験に参加した。控室で実験参加者のサクラに対する好意度が操作された(高好意度
条件 vs. 低好意度条件)。その後，二人は控室の長机の上に自分のバッグを置いて実験室に移動
した。このときの二つのバッグの最短距離を測定した。その結果，高好意度条件よりも低好意度
条件においてバッグの間の距離は長かった。つまり，所持品間(モノ同士)の快適な空間が，所有
者同士の対人関係に基づいて決まったことが示された。 
以上の結果から申請者は，モノに宿った自己は独自の心理空間を形成することを確信した。こ

のことは，文化人類学や環境心理学，社会心理学の研究分野で古くから検討されてきた「ヒトと
ヒトの間の快適な空間」，すなわちパーソナルスペースの概念を拡張させるものとして位置付け
ることができる。もし各々の所持品(モノ)に心理空間が存在するのであれば，その特性を解明す
ることが「ヒトとモノから成る快適な空間」の構築に役立つはずである。先行研究ではモノの心
理空間の存在は示唆されたが，その特性は調べられていないのが現状である。したがって，申請
者は「モノに宿った自己は心理空間を形成する」という仮説に立ち，「ヒトおよびモノが形成す
る空間の全貌を解明する必要がある」という着想に至った。 
 
２．研究の目的 
主に，以下(1)，(2)，(3)の 3 つの研究プロジェクトを実施した。それぞれ，目的，方法，成果

の章にわけて記載する。 
(1) 最初の研究では，ヒトの心理空間の特性を明らかにするため，予測された心理空間と実際の
心理空間の差異を検討することを目的とした。そのために，他者への好意度を匂いによって操作
し，匂いの有無がヒトの心理空間の予測に与える影響を調べ，実際に形成された心理空間と比較
した。 
 
(2) 続いて，実験参加者の所持品に拡張された心理空間における注意の機能を測定することを目
的とした。参加者には所持品が持つ心理空間内・外に刺激を配置して視覚探索課題を行わせた。
我々は自分の身体の周辺に対して素早く注意を向けることができるため，自己が宿ったモノの
心理空間に対しても素早く注意を向けることが予測された。 
 
(3) 最後に，本研究はコロナ前に計画されたものであったため，当初計画していたモノに拡張し
た心理空間の文化差を検討することができなかった。しかし，コロナ禍において我々の行動様式
は大きく変化したため，コロナ前とコロナ後を比較することに目的をシフトして，モノに拡張し
た心理空間の検討を行った。 
 
３．研究の方法 
(1) 以下の教示・方法によって，予測された心理空間を測定した。 
「今あなたはこのような実験に参加しているとします(図を用いて位置関係を説明)。3m 離れた
地点から，このいい匂いのする白衣を着た女性がゆっくり接近してきます(接近者と対面)。視線
は合っていません。あなたにとって，これ以上近づかれると何となく落ち着かないと感じる距離
は何 cmですか？」 
このとき匂い条件では，実験参加者にいい匂いのするボディミストを吹きかけた白衣の匂い

を嗅がせた。統制条件では，匂いに関する言及はなく，白衣の匂いも嗅がなかった。 
その後，以下の教示・方法で実際の心理空間を測定した。 

「今から，3m 離れた地点から，このいい匂いのする白衣を着た女性がゆっくり接近してきます
(参加者に白衣を呈示)。視線は合っていません。あなたにとって，これ以上近づかれると何とな
く落ち着かないと感じる距離になったら，ストップと合図してください。」 
このとき匂い条件では，実験参加者にいい匂いのするボディミストを吹きかけた白衣の匂い

を嗅がせた。統制条件では，匂いに関する言及はなく，白衣の匂いも嗅がなかった。 
 
(2) 実験では，視覚探索課題を用いた。実験参加者はランダムに配置された L(妨害刺激)の中か
ら T(標的)を探し出して，その向きを報告した。このとき，ディスプレイの左端に実験参加者の
所持品(スマートフォンやメモ帳)，あるいは実験参加者のものではない所持品を配置した(所持
品条件，非所持品条件)。統制条件ではモノを配置しなかった(図 1)。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 所持品が視覚探索課題に与える影響を調べた実験状況 
 
(3) 先行研究と同様の手続きをとった。具体的には，実験参加者は二人ペア(うち一人はサクラ)
で実験に参加した。控室で実験参加者のサクラに対する好意度が操作さ，その後，二人は控室の
長机の上に自分のバッグを置いて実験室に移動した。このときの二つのバッグの最短距離を測
定した。 
 
４．研究成果 
(1) 匂い条件および女性参加者は接近する他者(女性)との快適な距離を短いと予測したが(図
2)，実際に測定すると匂いや性別の違いは見られなかった(図 3)。つまり，心理空間の形成にお
いて，予測と実際は異なることが明らかにされた。この結果はインパクトバイアスで説明できる。
インパクトバイアスとは，未来のある出来事から生じる感情を予測するとき，実際に経験すると
きよりも過大に推測してしまい，正確に予測できない，というバイアスである。予測の場合は，
行動に影響を及ぼす要因(本研究における匂いや性別)に注意が向けられるが，実際は経験その
ものに注意が向けられるため，匂いや性別の影響を受けにくかったと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 予測された心理空間   図 3 実際に測定された心理空間 
 
(2) 参加者の探索時間を分析し，条件間で比較したところ，参加者の所持品の近くに標的が呈示
された場合に探索が短くなり，所持品の遠くに標的が呈示されたときに探索が長くなる傾向が
見られた。つまり，参加者の所持品の近くの空間では注意が向きやすい傾向が見られたが，統計
的に有意な結果ではなかった。全体的に所持品か非所持品かにかかわらず，スマートフォンが配
置されたときに，メモ帳が配置されたときや何も配置されなかったときと比べて，全体の探索時
間は長くなり，このスマートフォンの効果によって所持品の効果が妨害されたと考えられる。 
興味深い点として，所持品の近くに注意が向く傾向は，実験の前半(5〜10 分)で顕著に見られ，

その後この効果は消失傾向であった。つまり，モノが形成する心理空間には時間特性がある可能
性が高い。所持品を配置した直後はその周辺に拡張された自己の心理空間が形成されるが，時間
経過と共にその空間は消失すると考えられる。この背景には馴化があるかもしれない。ただし，
別の解釈もあり得る。今回の実験では，視覚探索課題が優先すべき課題であったため，実験参加
者はモノをうまく抑制する必要があった。時間経過と共に，実験参加者が妨害刺激をうまく無視
するような方略を獲得した可能性も考えられる。 
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(3) コロナ前と比較して，コロナ後では二者によって配置された所持品間の距離が長くなる，と
いう結果が得られた。これは，コロナ禍によって対人距離が広く保たれるようになった結果であ
ると解釈できる。つまり，所有者の持つ心理空間が所持品にまで拡張した結果であると考えられ
る。 
 
まとめると，本研究では主に以下のことを明らかにし，目的を概ね達成することができた。 

(1) 実験参加者がヒトの心理空間を予測するとき，周辺的な外的要因(他者の匂いや性別など)
の影響を大きく見積もる傾向がある。 
(2) 所持品の近く(所持品が形成したと考えられる心理空間)には注意が向きやすい傾向がある
が，その傾向には時間特性がある。 
(3) モノへの自己の拡張においてもコロナ禍の影響が見られる。 
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